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知 事 提 案 説 明 要 旨

平成２４年１１月定例県議会

平成２４年１１月定例県議会の開会に当たりまして、まず冒頭に一言

御礼を申し上げます。

記紀編さん１３００年を盛り上げるため、県議会からの御提案により

まして、本日このように古代衣装を身にまとっての本会議となりました。

「神話のふるさとみやざき」をアピールする上で、またとない機会を設

けていただきましたことに対しまして、外山議長をはじめ県議会の皆様

へ厚く御礼申し上げます。

【 県 政 報 告 】

それでは、ただいま提案いたしました議案の御説明に先立ち、県政に

関しまして３点ほど御報告をさせていただきます。

１点目は、全国和牛能力共進会についてであります。

先月２５日から２９日までに長崎県で開催されました「第１０回全国

和牛能力共進会」において、本県は、口蹄疫により、多くの優秀な牛を

失うという大変厳しい状況にもかかわらず、９部門中５部門での優等首

席受賞に加え、第７区の総合評価群における栄えある内閣総理大臣賞受

賞、さらには、各部門の総合得点で道府県の順位を決める団体賞で見事

１位を獲得し、前回大会に引き続き、宮崎牛が連続日本一になるという

輝かしい成績を収めることができました。これもひとえに出品者の皆様

を始め、多くの関係者の方々のたゆみない御努力の賜と厚く感謝してお

ります。

県といたしましても、口蹄疫の終息宣言から２年の節目を契機に「忘
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れない、そして前へ」を合い言葉に、新しいステージに向かって、より

強く前進していくとともに、日本一の連覇を機に本県の畜産全体を一層

盛り上げ、県内経済全体の活性化につなげてまいりたいと考えておりま

す。

また、明後日の２３日には、今回の連続日本一の成果を受け、出品農

家の栄誉を讃えるとともに、これまで多くの支援をいただいた県民の皆

様への感謝の気持ちを表すため、県内の関係機関が一丸となった実行委

員会の主催による「日本一『宮崎牛』県民感謝祭」が開催されますので、

多くの県民の方々にも参加いただき、一緒に喜びを分かち合いたいと考

えております。この中では、今回の栄誉を讃え、生産者団体等が挙県一

致の体制で取り組むために組織された「第１０回全国和牛能力共進会宮

崎県推進協議会」に対して、県民栄誉賞を授与することとしております。

県議会議員の皆様におかれましても、感謝祭に御参加いただきますとと

もに、本県畜産の振興に、これまで以上の御支援、御協力を、よろしく

お願い申し上げます。

２点目は、東九州自動車道についてであります。

東九州自動車道「須美江～北川～延岡間」が１２月１５日に、さらに

「都農～高鍋間」が１２月２２日に開通する運びとなりました。これは、

当初予定されていた平成２５年３月から約３ヶ月前倒しの開通でありま

す。

今回の開通は、災害時の救援物資や患者の搬送など、「命の道」とし

ての防災・医療面はもとより、企業立地の推進、広域観光ルートの形成

といった産業面においても大きな意義があり、大変喜ばしいことであり

ます。
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本県の高速道路の整備促進につきましては、これまでも私自身が、そ

の必要性を強く国や関係機関に訴えてきたところであり、今月９日には、

外山議長とともに東京での東九州自動車道建設促進中央大会へ参加し、

早期全線開通へ向けて地元自治体の熱意を結集したところであります。

今後とも、本県の高速道路ネットワークの一日も早い全線開通に向け

て、必要な予算の確保や未事業化区間の早期事業化について、引き続き、

国や関係機関に対して強く訴えてまいりたいと考えております。

３点目は、国の予備費等を活用した経済対策についてであります。

１０月２６日に閣議決定された「経済危機対応・地域活性化予備費等

の活用」により、約１９億円の国庫補助金等の追加措置が行われる見込

みであり、これらを受け、公共事業を中心に経済対策事業を行うことと

いたしました。

これらの事業につきましては、当初予算の範囲内であるため、予算の

補正は必要となりませんが、総額約３２億円の事業を追加して行い、県

内経済の活性化に、より一層取り組んでまいりたいと考えております。

【補 正 予 算 案 ① 】

それでは、議案の概要について御説明申し上げます。

はじめに、議案第１号宮崎県一般会計補正予算案についてであります。

補正額は、

４億 ９９２万１千円

であります。

歳入財源は、

国 庫 支 出 金 ２億５,４８１万１千円
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繰 入 金 ８,３６０万３千円

諸 収 入 ４,６９０万７千円

県 債 ２,４６０万円

であります。

以下、その主なものについて御説明いたします。

まず、「みやざきから東日本へ感謝を届ける市町村支援事業」につい

てでありますが、この事業は東日本大震災の被災地及び被災者を支援す

るため、学校給食用食品としての農産物の提供や、被災地の子ども達を

宮崎に招いての交流事業など、市町村が取り組む事業に対し助成するも

のであり、今回の補正により県内２６市町村全てがこの事業に取り組む

こととなります。

次に、「プロ野球キャンプ環境充実強化事業」についてでありますが、

既存球団のキャンプ継続や新規球団の誘致を促進するために、プロ野球

４球団によるプレシーズンゲーム開催に対し支援を行うものでありま

す。

次に、「産地再生関連施設緊急整備事業」についてでありますが、省

エネルギー技術等を導入したモデル的な大規模経営体を育成し、生産性

の高い産地づくりを図るため、農業生産法人が行う低コスト耐候性ハウ

スの整備に対し助成するものであります。

次に、「埋却地再生活用対策準備事業」についてでありますが、口蹄

疫に係る埋却地について、来年４月以降の発掘禁止期間終了後、農地等

として再生活用を図るため、早期に整備着手が必要な埋却地を対象に、
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実施設計を行うものであります。

最後に、緊急雇用創出事業臨時特例基金事業についてでありますが、

同基金を活用し、今年度から来年度にわたる１年間で、東日本大震災の

影響により職を失った方など４１名を新規に雇用し、雇用の創出や地域

経済の活性化を図るものであります。

【 予 算 関 係 以 外 の 議 案 】

次に、予算関係以外の議案について御説明いたします。

議案第３号使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例は、都市

の低炭素化の促進に関する法律の制定に伴い、低炭素建築物新築等計画

認定申請手数料を定めるなど、所要の改正を行うものであります。

議案第５号、第６号、第８号から第１６号まで、第１８号から第２３

号まで及び第２５号は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の

推進を図るための関係法律の整備に関する法律（いわゆる一括法）によ

り、施設・公物の設置管理基準が条例委任されたことに伴い、条例の制

定等を行うものであります。

議案第２６号及び第２７号は、工事請負契約の締結及び変更について、

議会の議決に付すべき契約に関する条例の規定に基づき、議会の議決に

付するものであります。

議案第２９号宮崎県道路公社の道路の整備に関する基本計画の変更に

係る定款の変更については、来年５月に予定している小倉ヶ浜有料道路

の無料化に向けた定款変更の認可申請について、地方道路公社法の規定

に基づき、議会の議決に付するものであります。

このほか、議案第４号宮崎県における事務処理の特例に関する条例の

一部を改正する条例ほか６件でありますが、説明は省略させていただき
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ます。

【補 正 予 算 案 ② 】

続きまして、追加提案させていただきました、議案第３１号宮崎県一

般会計補正予算について御説明申し上げます。

補正額は、

９億４,６１４万５千円

であります。

歳入財源は、

国 庫 支 出 金 ９億４,６１４万５千円

であります。

この結果、議案第１号の補正と合わせ一般会計の歳入歳出予算規模は、

５,７９９億１,８９１万９千円となります。

補正内容につきましては、さる１１月１６日の解散を受け、１２月１

６日に行われる第４６回衆議院議員総選挙の執行等に係る経費について

措置するものであります。

以上、今回提案いたしました議案の概要について御説明いたしました。

よろしく御審議のほどお願いいたします。


